国　　語
	
	
	
	

	
	 　　　単　 　位 　　数
	       　　 ４　単　位
	

	  　国語総合
	
	
	

	
	
	
	

	
	       学科・学年・学級
	
	

	
	
	
	


１　学習の到達目標等
	
	
	

	
	 １　国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高める。
	

	
	 ２　思考力を伸ばし心情を豊かにする。
	

	 学 習 の 到 達 目 標
	 ３　言語感覚を磨き、言語文化に対する関心を深める。
	

	
	 ４　国語を尊重してその向上を図る態度を育てる。
	

	
	
	

	
	
	

	 使用教科書・副教材等
	  『030新編国語総合　改訂版』（三省堂）
	

	
	
	


２　学習計画及び評価方法等
(1)　学習計画等
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	 配
	
	
	 　備　　　考
	 考
	

	
	 学
	  　学　習　内　容
	 当
	 月
	 　　　　　　　学　習　活　動
	 （学習活動の特記事項、他教科・総合的な学習
	 査
	

	
	 期
	
	 時
	
	
	 の時間・特別活動等との関連など）
	 範
	

	
	
	
	 間
	
	
	
	 囲
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	 水の惑星（現代文）
	 ２
	 ４
	 ・アラスカの大自然に悠久の時の流れを感じ、その結果、
	
	
	

	
	
	
	
	
	 筆者の得ることとなった自然観、生命観について理解を深
	
	
	

	
	
	 真実の鏡（現代文）
	 ２
	
	 める。
	
	
	

	
	
	
	
	
	 ・他者と関わる現実の中に、「ほんとうのわたし」を見い
	
	
	

	
	
	
	
	
	 出そうとする筆者の考えを文脈に即して読み取り、その自
	
	
	

	
	
	
	
	
	 己省察の方法を検証する。
	
	
	

	
	 第
	 スピーチ「わたしのこと」を話そ
	 ５
	
	 ・自分の体験や考えを客観的に把握する。
	 スピーチ
	
	

	
	
	 う（表現）
	
	
	 ・自分のことを具体的にわかりやすく話すための姿勢（工
	
	 第
	

	
	
	
	
	
	 夫・スキル）を学習する。
	
	 １
	

	
	
	
	
	
	 ・他の人のスピーチを聞き、それに対する意見をきちんと
	
	 学
	

	
	 １
	
	
	
	 持つ。
	
	 期
	

	
	
	 古典の響き
	 １
	
	 ・朗読を通して古文のリズムを感じ取る。
	
	 中
	

	
	
	 古文入門（古文）
	 ４
	
	 ・音読することを通して古文の表現に親しみ、寓話や説話
	
	 間
	

	
	
	 　鳩と蟻
	
	 ５
	 のおもしろさを味わう。
	
	 考
	

	
	 学
	 　阿蘇の史
	
	
	
	
	 査
	

	
	
	 漢文入門（漢文）
	 ５
	
	 ・漢文の訓読のしかたと訓点の働きとを理解して訓読に習
	
	
	

	
	
	   漢文に親しもう
	
	
	 熟し、併せて漢詩や故事の意味の深さを学ぶ。
	
	
	

	
	
	 　五十歩百歩
	
	
	
	
	
	

	
	 期
	 　蛇足
	
	
	
	
	
	

	
	
	 羅生門（現代文）
	 ４
	
	 ・「下人」及び「老婆」のそれぞれの視点を明らかにしな
	
	
	

	
	
	
	
	
	 がら、〈語り手〉が構成する羅生門という闇の空間の意味
	
	
	

	
	
	
	
	
	 を考えていく。
	
	
	

	
	
	 草之丞の話（現代文）
	 ３
	
	 ・コミカルでユーモアに満ちた物語の世界を楽しみなが
	
	
	

	
	
	
	
	
	 ら、小説の「語り」の構造を解き明かし、読みを深める。
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	 こんな人に、こんな本を
	 ５
	
	 ・読書に対する興味・関心を喚起する。
	 ブックガイド
	
	

	
	
	
	
	
	 ・情報の取材・整理をし、紹介文にまとめる。
	
	
	

	
	
	
	
	
	 ・表現活動や相互評価を通して、自らのもののとらえ方を
	
	
	

	
	
	
	
	
	 自覚する。
	
	
	

	
	
	 徒然草（古文）
	 ４
	 ６
	 ・筆者の人間観や自然観などを読み取り、その特色を理解
	
	
	

	
	
	
	
	
	 するとともに、自分自身の考え方を深め、視野を広げる。
	
	
	

	
	
	 コインは円形か（現代文）
	 ３
	
	 ・人間の認識におけるレトリック感覚の重要性を理解し、
	
	
	

	
	
	
	
	
	 さらに異文化理解などの現代の課題におけるレトリックの
	
	 第
	

	
	
	
	
	
	 有効性を学ぶ。
	
	 １
	

	
	
	 道順を説明してみよう（表現）
	 ５
	
	 ・事柄をことばで伝えることの大切さを自覚し、トレーニ
	
	 学
	

	
	
	
	
	
	 ングをする。
	
	 期
	

	
	
	
	
	
	 ・ことばで正確に伝えるためにさまざまな工夫をする。
	
	 期
	

	
	
	
	
	
	 ・コミュニケーションの基本が「相手の立場への想像力」
	
	 末
	

	
	
	
	
	
	 であることに気づく。
	
	 考
	

	
	
	 都市に秘められている自然（現代
	 ２
	
	 ・都市に秘められている自然性の本質を読み取り、筆者の
	
	 査
	

	
	
	 文）
	
	
	 人間観について理解を深める。
	
	
	

	
	
	 手紙を書いてみよう（表現）
	 ４
	 ７
	 ・手紙の形式について理解を深め、知識を身につける。
	
	
	

	
	
	
	
	
	 ・理解や知識を活用して、実際に手紙を書く。
	 手紙文
	
	

	
	
	 伊勢物語（古文）
	 ３
	
	 ・登場人物の心理を状況や行動に即して理解し、和歌の読
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	 解と鑑賞を通して歌物語の特徴を学ぶ。
	
	
	

	
	
	 漢詩六首（漢文）
	 ６
	
	 ・繰り返し朗読しながら、漢詩のリズムと形式との関係を
	
	
	

	
	
	
	
	
	 体得し、その情景や心情を味わう。
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	 【課題・提出物等】
	

	
	
	 ① 授業で使用したプリントやワークシート
	

	
	
	 ② 授業で作成したスピーチ原稿、ブックガイド、手紙文
	

	
	
	 ③ 相互評価カード
	

	
	
	 ④ 授業ノート
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	 【第１学期の評価方法】
	

	
	
	 ① 課題テスト、提出物の評価と定期考査の成績、小テストおよび学習活動への参加の姿勢や態度等を総合して評価し、10段階に評定します。
	

	
	
	 ② 学期全体の評価は、提出物の評価10％、期末考査の成績60％、小テスト10％、学習活動への参加の姿勢や態度20％です。
	

	
	
	
	


	
	
	
	
	
	
	

	
	 詩（現代文）
	 ２
	９
	 ・詩の構成やリズムを音読によって体験し、作品中の〈も
	
	

	
	 　二十億光年の孤独
	
	
	 の〉が秘めているもの、そして「僕」「私」についても考
	
	

	
	 　シジミ
	
	
	 察する。
	
	

	
	 　サーカス
	
	
	
	
	

	
	 読んで話し合おう（現代文）
	 ３
	
	 ・障害者の真の自由・自立とは何か、アメリカと日本の比
	 話し合い
	

	
	 　ユージーンへの旅
	
	
	 較を通して話し合い、考えを深める。
	
	 第

	
	 土佐日記（古文）
	 ３
	
	 ・文学的意義を知り、表現の特色を学ぶとともに、当時の
	
	 ２

	
	
	
	
	 制度や風習や旅の様子、筆者の心情を理解する。
	
	 学

	
	
	
	
	 ・平安時代の人々にとって「日記」とはどのようなもので
	
	 期

	
	
	
	
	 あったかを調べ、理解する。
	
	 中

	
	 復活（漢文）
	 ３
	
	 ・漢文の訓読に習熟し、現代語訳ができるようにする。
	
	 間

	
	 水の東西（現代文）
	 ３
	 10
	 ・論旨を正確に追いながら、筆者の言う文化の相違を読み
	
	 考

	
	
	
	
	 取ることを学ぶ。
	
	 査

	 第
	 討論ゲームをしよう（表現）
	 ４
	
	 ・ディベートを応用した討論ゲームを通して、討論に参加
	 討論ゲーム
	

	
	
	
	
	 する際の基本的な姿勢を学習する。
	
	

	
	 世界観の変貌（現代文）
	 ３
	
	 ・ヨーロッパ中心に捉えた、世界をひとつの価値観でとら
	
	

	
	
	
	
	 えていく世界観の問題点に関する筆者の主張を的確にとら
	
	

	 ２
	
	
	
	 える。
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	 発表「○○って、何？」
	 ６
	
	 ・発表という表現方法を、その準備から実施、まとめに至
	
	

	
	
	
	
	 るまでを体験して身につける。
	
	

	 学
	
	
	 11
	 ・他者とのコミュニケーションを通して、自らのものの見
	
	

	
	
	
	
	 方を相対化することの意味に気づく。
	
	

	
	 その子二十──短歌十四首（現代
	 ２
	
	 ・近代から現代の代表的作者の手になる十四首の歌を読み
	
	

	
	 文）
	
	
	 味わい、そこに描かれている情景や作者の心理を鑑賞する
	
	

	 期
	
	
	
	 力を養う。
	
	 第

	
	 いくたびも──俳句十六句（現代
	 ２
	
	 ・伝統的短詩型文学である俳句の本質を理解し、俳句の表
	
	 ２

	
	 文）
	
	
	 現方法についても学んでいく。
	
	 学

	
	 うたう心（古文）
	 ３
	
	 ・和歌の基本を学び、音読を通して和歌に親しむ。また、
	
	 期

	
	
	
	
	 歌謡についてもその特色を理解し、歌われている心情につ
	
	 期

	
	
	
	
	 いて考える。
	
	 末


	
	 鶏鳴狗盗（漢文）
	 ４
	
	 ・現代語訳をしながらストーリーの展開を把握し、その過
	
	 考

	
	
	
	 12
	 程で重要な句法を理解する。
	
	 査

	
	 猿が島（現代文）
	 ３
	
	 ・きわめて緊密に計算された作品の構造を解明しながら、
	
	

	
	
	
	
	 この作品の多面的な魅力を感じ取り、その象徴性を読み解
	
	

	
	
	
	
	 いていく。
	
	

	
	 みどりのゆび（現代文）
	 ４
	
	 ・祖母の死という現実に向き合い、やがてそれを受け入れ、
	
	

	
	
	
	
	 「みどりのゆび」の持ち主として再出発する「私」の心の
	
	

	
	
	
	
	 軌跡を理解する。
	
	

	
	 異界と出会う（古文）
	 ２
	
	 ・目に見えない非日常的な世界を描いた古典作品の想像力
	
	

	
	
	
	
	 を読み味わう。
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	

	
	 【課題・提出物等】

	
	 ① 夏休みの課題

	
	 ② 授業で使用したプリントやワークシート

	
	 ③ 相互評価カード

	
	 ④ 授業ノート

	
	

	
	

	
	 【第２学期の評価方法】

	
	 ① 課題テスト、提出物の評価と定期考査の成績、小テストおよび学習活動への参加の姿勢や態度等を総合して評価し、10段階に評定します。

	
	 ② 学期全体の評価は、提出物の評価10％、期末考査の成績60％、小テスト10％、学習活動への参加の姿勢や態度20％です。

	
	


	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	 言語は色眼鏡である（現代文）
	 ３
	 １
	 ・言語が、表題にもなっている「色眼鏡」であるという筆
	
	
	

	
	
	
	
	
	 者の認識を正確にとらえ、わたしたちが言語にどのように
	
	
	

	
	
	
	
	
	 かかわっていく必要があるのか、考えを深める。
	
	
	

	
	 第
	 ことばを見つめる（表現）
	 ８
	
	 ・日常使用している「ことば」を自覚的に見直し、「こと
	 レポート
	
	

	
	
	
	
	
	 ば」に対する意識を高める。
	
	
	

	
	
	
	
	
	 ・資料やデータの扱い方・読み取り方、アンケート調査の
	
	
	

	
	
	
	
	
	 活用について学習し、「情報」のあり方について考える。
	
	
	

	
	 ３
	
	
	
	 「情報」を活用してレポートを書く。
	
	 第
	

	
	
	 論語のことば（漢文）
	 ４
	
	 ・孔子のいう「学」と「仁」というものについて理解する。
	
	 ３
	

	
	
	 情報と身体（現代文）
	 ３
	 ２
	 ・情報社会における、情報と身体の乖離の問題について、
	
	 学
	

	
	
	
	
	
	 筆者の認識を把握し、情報リテラシーに関する主張を理解
	
	 期
	

	
	 学
	
	
	
	 する。
	
	 期
	

	
	
	 新聞に投書してみよう（表現）
	 ８
	
	 ・意見文を書く基本を学習する。
	 新聞投書
	 末
	

	
	
	
	
	
	 ・話し合いや相互批評を通じて、自らの問題意識のありよ
	
	 考
	

	
	
	
	
	
	 うを自覚する。
	
	 査
	

	
	 期
	
	
	
	 ・同時に、自らのものの見方を相対化することの大切さに
	
	
	

	
	
	
	
	
	 気づく。
	
	
	

	
	
	
	
	
	 ・自分の意見を他に伝えることの喜びを体験し、同時にそ
	
	
	

	
	
	
	
	
	 の責任を理解する。
	
	
	

	
	
	 平家物語（古文）
	 ３
	
	 ・朗読を通して語り物としての魅力を感じ、軍記物語の特
	
	
	

	
	
	
	
	
	 色を知るとともに、生死に直面した人間の行動を通して、
	
	
	

	
	
	
	
	 ３
	 人間とは何かを考える。
	
	
	

	
	
	 奥の細道（古文）
	 ３
	
	 ・筆者の旅への思いや、旅先でのさまざまな体験や感動を
	
	
	

	
	
	
	
	
	 読み味わうとともに、俳諧の基本事項を理解する。
	
	
	

	
	
	
	
	
	 ・ナガサキを題材にした小説を読み、戦争・原爆・人間に
	 話し合い
	
	

	
	
	 読んで話し合おう（現代文）
	 ３
	
	 ついての認識を話し合いの中で深めていく。
	
	
	

	
	
	 　ナガサキの郵便配達
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	 【課題・提出物等】
	

	
	
	 ① 冬休みの課題
	

	
	
	 ② 授業で使用したプリントやワークシート
	

	
	
	 ③ 授業で作成したレポート、新聞投書
	

	
	
	 ④ 相互評価カード
	

	
	
	 ⑤ 授業ノート
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	 【第３学期の評価方法】
	

	
	
	 ① 課題テスト、提出物の評価と定期考査の成績、小テストおよび学習活動への参加の姿勢や態度等を総合して評価し、10段階に評定します。
	

	
	
	 ② 学期全体の評価は、提出物の評価10％、期末考査の成績60％、小テスト10％、学習活動への参加の姿勢や態度20％です。
	

	
	
	
	


	

	  【年間の学習状況の評価方法】

	  　「関心・意欲・態度」「話す・聞く能力」「書く能力」「知識・理解」の観点で評価した、第１学期、第２学期、第３学期それぞれの成績を総合し、年間の学

	 習成績として5段階で評定します。

	


	
	

	
	 ・「国語総合」は、小学校・中学校の国語の授業で学んできたことを受け継ぎ、その内容を発展させた総合的な科目です。国語の表現力、

	 確かな学力を身に付
	 理解力を身につける努力に加え、それらの能力を基盤として、人と人の関係の中で、互いの立場や考えを尊重しながら、互いに伝え合う

	 けるためのアドバイス
	 力を高めることをこころがけてください。また、古典をはじめとする様々な言語文化に目を向け、それらを享受して、国語を愛し育てる

	
	 態度を培ってください。

	
	 ・目的や課題に応じて、様々な情報を収集し活用して、進んで表現するよう努めてください。

	
	 ・学んだことを定着させるためには復習が肝要です。教科書・授業ノートを確かめながら学習内容を整理しましょう。

	
	

	
	

	 授業を受けるに当た
	 ・授業中に感じた疑問などは、その場で質問してください。

	 って守ってほしい事項
	 ・課題・提出物等は期限内に必ず提出してください。

	
	 ・相互評価に際しては、客観的、建設的な評価を行うよう努めてください。

	
	


（2）評価の観点・内容及び評価方法
	
	
	
	

	
	                               評価の観点及び内容
	      評　価　方　法
	

	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	 ・国語に対する関心を深め、国語を尊重しその向上に努めているか。
	 ・学習活動への参加の姿勢や態度
	

	
	
	 ・進んで自分の意見や考えを表現し、伝え合おうとしているか。
	 ・授業の予習
	

	
	 関心・意欲・態度
	 ・言葉遣いや文体などの表現を、目的や場に応じて工夫しているか。
	 ・授業ノート
	

	
	
	 ・分からないことや興味のあることについて調べようとしているか。
	 ・提出された課題
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	 ・様々な問題について自分の考えをもち、筋道を立てて意見を述べている
	 ・学習活動への参加の姿勢や態度
	

	
	
	 か。
	 ・発表・報告などの姿勢や態度
	

	
	
	
	
	

	
	 話す・聞く能力
	 ・目的や場に応じて、効果的に話したり的確に聞き取ったりしているか。
	 ・授業での発言
	

	
	
	 ・課題を解決したり考えを深めたりするために、相手の立場や考えを尊重
	 ・授業ノート
	

	
	
	 して話し合っているか。
	 ・提出された課題
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	 ・相手や目的に応じて題材を選び、効果的な表現を考えて書いているか。
	 ・学習活動への参加の姿勢や態度
	

	
	  書　く　能　力
	 ・論理的な構成を工夫して、自分の考えを文章にまとめているか。
	 ・授業ノート
	

	
	
	 ・優れた表現に接してその条件を考え、自分の表現に役立てているか。
	 ・提出された課題
	

	
	
	
	 ・定期考査
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	 ・文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約した
	 ・定期考査
	

	
	
	 りできているか。
	 ・小テスト
	

	
	  知 識 ・ 理 解
	 ・文章を読んで、構成を確かめたり表現の特色をとらえたりできているか。
	 ・授業ノート
	

	
	
	 ・文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わっている
	 ・提出された課題
	

	
	
	 か。
	
	

	
	
	 ・様々な文章を読んで、ものの見方、感じ方、考え方を広げたり深めたり
	
	

	
	
	 しているか。
	
	

	
	
	 ・文や文章の組み立て、語句の意味、用法及び表記の仕方などを理解して
	
	

	
	
	 いるか。
	
	

	
	
	 ・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字が書けるようになっているか。
	
	

	
	
	 ・文語のきまり、訓読のきまりなどを理解しているか。
	
	

	
	
	 ・国語の成り立ちや特質、言語の役割などを理解しているか。
	
	

	
	
	
	
	


（３）担当者からのメッセージ
	
	

	 「国語総合」では、 ことばを通して現実をみつめ、主体的に生き、伝え合う力を高めて、二十一世紀における新たな日本を切り開くことができる国語の力を
	

	育成することを第一のねらいとしています。受け身ではなく自ら学ぶ姿勢をもって授業に参加し、自己を表現すると同時に相手の表現を理解することをこころ
	

	がけてください。また、授業のみならず、日常生活の中でも積極的にことばにかかわり、幅広い視野、人間性を身につける努力を続けてください。
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